

























警察庁によると、 2018 年度の自殺者の総数は 20,840 人であり、そのうち大学
生の自殺者は 336 人となっている。全体の 1.61%と少ない割合ではあるが、大
学生が自ら命を絶っていることは看過してはならない事実である。また、2018































































1．調査時期  2019 年 4 月に実施した。  
2．調査対象者  関西福祉科学大学の大学生 259 名。このうち記入漏れなどを
除いた 237 名（男子 123 名、女子 114 名）（社会福祉学科 23 名、心理科学科
72 名、健康科学科 11 名、リハビリテーション学科 132 名）を対象とした。平
均年齢は 19.84 歳（SD＝ 1.36）であった。  
3．調査材料  
（ 1）フェイスシート：性別、年齢、学年、学科  
（ 2）自己肯定感尺度として自尊心測定尺度（豊田・松本，2004）を用いた。10
項目で構成されており、全然そう思わない（ 1 点）、あまりそう思わない（ 2 点）、




を用いた。27 項目で構成されており、評定方法は、全く当てはまらない（ 1 点）、
当てはまらない（ 2 点）、やや当てはまらない（ 3 点）、どちらとも言えない（ 4
点）、やや当てはまる（ 5 点）、当てはまる（ 6 点）、非常に当てはまる（ 7 点）
の 7 段階評定であった。  
（ 4）愛他行動尺度として向社会的行動尺度：大学生版（菊池，1988）を用いた。
20 項目で構成されており、したことがない（ 1 点）、一回やった（ 2 点）、数回





問紙への回答時間は 10 分程度であった。  





子分析を行った。その結果を Table1 に示した。  
 
Table1 自己肯定感の因子分析結果（バリマックス回転後の因子負荷量）  
  第 1 因子  第 2 因子  共通性  
2  私は長所をたくさん持っている。  .844  .035  .713  
6  私は自分を見込みのある人間だと見ている。  .725  .074  .530  
1  私は少なくとも人並みに価値のある人間だと思う。 .666  .216  .490  
4  私は物事を人並みにできる。  .570  .201  .365  
7  自分にだいたい満足している。  .539  .263  .359  
5  私は誇りに思っていることがあまりない。＊  .468  .368  .354  
10  自分はだめな人間だと思うことがときどきある。＊  362  .782  .742  
9  自分は役立たずな人間だとときどき感じる。  .342  .712  .624  
3  自分を失敗者だと感じることが多い。＊  .318  .547  .400  
8  自分をもっと尊敬できたらと思う。＊  .103  - .496  .257  
因子寄与  2 .87  1.96  4.83  
累積寄与率（％）  28.72  48.34   
＊＝逆転項目（ 4 件法 1→ 4， 2→ 3， 3→ 2， 4→ 1）  
 












因子寄与はそれぞれ 2.87、1.96、4.83 であり、累積寄与率は 48.34％であった。  
 
2．死生観の因子分析  
 27 項目からなる臨老式死生観尺度（平井他，2000）は、7 因子によって構成
されている。この中から「解放としての死」を除いた「死後の世界観」、「死へ
の恐怖・不安」、「死からの回避」、「人生における目的意識」、「死への関心」、「寿
命観」の 6 因子 23 項目を用いて、主因子法による因子分析を行った。その結























































6  自 分 が 死 ぬ こ と を 考 え る と 、 不 安 に な る 。  . 8 4 0  . 2 0 8  . 1 6 8  . 1 7 8  . 0 2 5  . 1 0 9  . 8 2 0  
7  死 は 恐 ろ し い も の だ と 思 う 。  . 8 1 6  . 2 6 1  . 11 0  . 1 3 5  . 0 2 7  . 0 6 7  . 7 6 9  
8  私 は 死 を 非 常 に 恐 れ て い る 。  . 7 9 9  . 3 7 3  . 0 2 2  . 0 9 5  - . 0 0 9  . 0 7 4  . 7 9 3  
5  死 ぬ こ と が 怖 い 。  . 7 6 9  . 2 5 2  . 1 8 4  . 0 7 3  - . 0 5 8  . 0 2 7  . 6 9 9  
1 5  
私 は 死 に つ い て の 考 え が 思 い 浮 か ん で く
る と 、 い つ も そ れ を は ね の け よ う と す る 。  
. 2 5 0  . 7 9 3  . 0 8 8  . 1 5 8  . 0 4 2  . 0 0 9  . 7 2 5  
1 3  私 は 死 に つ い て 考 え る こ と を 避 け て い る 。  . 1 7 6  . 7 7 7  . 0 1 9  . 0 7 2  . 0 2 0  - . 0 2 9  . 6 4 2  
1 4  
ど ん な こ と を し て も 死 を 考 え る こ と を 避
け た い 。  
. 2 3 2  . 7 7 4  . 0 7 1  . 1 3 1  . 0 2 8  . 0 2 6  . 6 7 6  
1 6  
死 は 恐 ろ し い の で あ ま り 考 え な い よ う に
し て い る 。  
. 3 4 2  . 7 1 7  - . 0 3 3  . 1 6 9  - . 0 11  - . 0 9 0  . 6 6 8  
1  死 後 の 世 界 は あ る と 思 う 。  . 1 2 6  . 0 5 5  . 7 9 1  . 1 6 5  . 0 6 5  . 1 3 6  . 6 9 5  
2  
世 の 中 に は「 霊 」や「 た た り 」が あ る と 思
う 。  
. 0 3 1  . 0 4 9  . 7 7 6  . 0 6 9  . 2 2 3  . 0 8 1  . 6 6 6  
3  死 ん で も 魂 は 残 る と 思 う 。  . 11 7  . 0 2 7  . 6 9 1  . 1 2 6  . 2 7 4  . 1 7 4  . 6 1 3  
4  人 は 死 後 、 ま た 生 ま れ 変 わ る と 思 う 。  . 1 3 5  . 0 1 6  . 6 4 7  . 1 4 3  . 0 6 1  . 0 8 2  . 4 6 7  
1 8  
私 は 人 生 の 意 義 、目 的 、使 命 を 見 出 す 能 力
が 十 分 に あ る 。  
. 0 3 2  . 1 0 3  . 1 0 3  . 8 5 9  . 0 0 5  . 0 7 8  . 7 6 5  
1 9  
私 の 人 生 に つ い て 考 え る と 、今 こ こ に 生 き
て い る 理 由 が は っ き り と し て い る 。  
. 11 5  . 1 8 7  . 0 4 3  . 8 1 8  - . 0 2 1  - . 0 1 3  . 7 2 0  
1 7  
私 は 人 生 に は っ き り と し た 使 命 と 目 的 を
見 出 し て い る 。  
. 1 5 7  . 1 6 4  . 1 0 8  . 7 1 9  - . 0 5 6  . 1 4 3  . 6 0 4  
2 0  未 来 は 明 る い 。  . 0 9 8  . 0 3 0  . 2 0 6  . 5 2 0  . 0 2 0  - . 0 8 9  . 3 3 1  
2 6  寿 命 は 最 初 か ら 決 ま っ て い る と 思 う 。  - . 0 2 8  - . 0 1 9  . 1 7 7  - . 0 2 4  . 9 1 6  . 1 7 2  . 9 0 1  
2 5  
人 の 寿 命 は あ ら か じ め 「 決 め ら れ て い る 」
と 思 う 。  
- . 0 1 4  . 0 0 1  . 1 7 4  - . 0 0 4  . 8 8 2  . 1 7 9  . 8 4 1  
2 7  
人 の 生 死 は 目 に 見 え な い 力（ 運 命・神 な ど ）
に よ っ て 決 め ら れ て い る 。  
. 0 2 7  . 0 9 6  . 2 7 6  - . 0 5 4  . 6 2 4  . 2 3 8  . 5 3 6  
2 2  自 分 の 死 に つ い て 考 え る こ と が よ く あ る 。  . 0 6 6  - . 0 6 5  . 1 8 7  - . 0 7 0  . 0 6 9  . 8 4 6  . 7 6 9  
2 1  「 死 と は 何 だ ろ う 」 と よ く 考 え る 。  . 1 0 3  . 0 2 5  . 3 6 2  - . 0 3 7  . 0 9 7  . 7 1 6  . 6 6 6  
2 3  身 近 な 人 の 死 を よ く 考 え る 。  . 0 8 4  - . 0 3 8  . 0 4 3  . 1 3 4  . 1 8 6  . 5 7 2  . 3 9 0  
2 4  家 族 や 友 人 と 死 に つ い て よ く 話 す 。  - . 0 2 4  . 0 2 1  - . 0 2 6  . 0 3 4  . 2 4 0  . 3 6 7  . 1 9 5  
因 子 寄 与  2 . 9 9  2 . 7 5  2 . 5 9  2 . 4 3  2 . 2 6  1 . 9 4  1 4 . 9 6  












よる因子分析を行った。その結果を Table3 に示した。  
 









5  気持ちの悪くなった友人を、保健室などにつれていく。  .704  .496  
3  転んだ子どもを起こしてあげる。  .666  .444  
15  見知らぬ人がハンカチなどを落としたとき、教えてあげる。  .646  .417  
18  知らない人が落として散らばった荷物を、いっしょに集めてあげる。  .637  .405  
9  何か探している人には、こちらから声をかける。  .629  .396  
20  自動販売機や切符売機などの使い方を教えてあげる。  .607  .368  
12  雨降りのとき、あまり親しくない友人でもカサに入れてあげる。  .596  .355  
19  けが人や急病人が出たとき介抱したり救急車を呼んだりする。  .573  .328  
16  知らない人に頼まれてシャッターを押してあげる。  .548  .301  
10  バスや列車で立っている人に席をゆずる。  .548  .300  
17  バスや列車で、荷物を網棚にのせてあげる。  .513  .263  
2  お店で、渡されたおつりが多いとき、注意してあげる。  .483  .234  
8  気持ちの落ち込んだ友人にデンワしたり、手紙を出したりする。  .469  .220  
11  酒に酔った友人の世話をする。  .442  .195  
13  授業を休んだ友人のためにプリントをもらう。  .438  .192  
6  友人のレポート作成や宿題を手伝う。  .436  .190  
4  あまり親しくない友人にもノートを貸す。  .428  .183  
1  列に並んでいて、急いでいる人のために順番をゆずる。  .408  .167  
14  家族の誕生日や母の日などに家にデンワをしたりプレゼントをしたりする。 .405  .164  
7  列車などで相席になったお年寄りの話し相手になる。  .377  .142  
因子寄与  5 .76  5 .76  
累積寄与率（％）  28 .80   
 
因子分析の結果、固有値の減少量を考慮し、また、菊池（ 1988）を参考にし
て 1 因子とした。因子の命名は「愛他行動」とした。因子寄与はいずれも 5.76
7 
 
であり、累積寄与率は 28.80％であった。  
 
4．下位尺度得点と相関  
（ 1）平均値と標準偏差  
「自己肯定感」、「死生観」、「愛他行動」における全体の下位尺度得点の平均
値と標準偏差の結果を Table4 に示した。  
 
Table4 全体の下位尺度得点の平均値と標準偏差の結果  
 平均値  標準偏差  
自己有能肯定感  2.40 0.56 
自己無能否定感  1.58 0.32 
死への恐怖・不安  4.25 1.83 
死からの回避  3.34 1.38 
死後の世界観  3.14 1.43 
人生における目的意識  4.33 1.52 
寿命観  3.64 1.29 
死への関心  3.40 1.74 
愛他行動  2.55 0.68 
 
 「自己有能肯定感」の平均値は 2.40、標準偏差は 0.56 であった。「自己無能
否定感」の平均値は 1.58、標準偏差は 0.32 であった。「死への恐怖・不安」の
平均値は 4.25、標準偏差は 1.83 であった。「死からの回避」の平均値は 3.34、
標準偏差は 1.38 であった。「死後の世界観」の平均値は 3.14、標準偏差はは 1.43
であった。「人生における目的意識」の平均値は 4.33、標準偏差は 1.52 であっ
た。「寿命観」の平均値は 3.64、標準偏差は 1.29 であった。「死への関心」の平
均値は 3.40、標準偏差は 1.74 であった。「愛他行動」の平均値は 2.55、標準偏
差は 0.68 であった。  
 
（ 2）相関関係  
 「自己有能肯定感」、「自己無能否定感」、「死への恐怖・不安」、「死からの回
避」、「死後の世界観」、「人生における目的意識」、「寿命観」、「死への関心」、「愛










Table5 自己肯定感、死生観、愛他行動の相関係数  
 
自 己 有 能
肯 定 感  
自 己 無 能
否 定 感  
死 へ の 恐
怖 ・ 不 安  
死 か ら の
回 避  
死 後 の 世
界 観  
人 生 に お
け る 目 的
意 識  
寿 命 観  
死 へ の 関
心  
愛 他 行 動  
自 己 有 能
肯 定 感  
1  .59**  .18**  .11  .20**  .58**  .00  - .01  .16*  
自 己 無 能
否 定 感  
 1  .18**  .10  .16*  .51**  - .01  - .08  .15*  
死 へ の 恐
怖 ・ 不 安  
  1  .55**  .27**  .29**  .04  .16*  .05  
死 か ら の
回 避  
   1  .13*  .31**  .04  - .00  - .05  
死 後 の 世
界 観  
    1  .28**  .39**  .34**  - .17**  
人 生 に お
け る 目 的
意 識  
     1  .00  .08  .10  
寿 命 観        1  .39**  .06  
死 へ の 関
心  
       1  .14*  
愛 他 行 動          1  
























Table6 男女別下位尺度得点の平均値と標準偏差、ｔ検定の結果  
 男子（ n=123）  女子（ n=114）  
ｔ値  
平均値  標準偏差  平均値  標準偏差  
自己有能肯定感  2.55 0.55 2.26 0.54 3.97** 
自己無能否定感  1.61 0.32 1.56 0.32 1.26** 
死への恐怖・不安  4.49 1.87 4.01 1.77 2.04** 
死からの回避  3.32 1.56 2.96 1.26 1.98** 
死後の世界観  4.12 1.67 4.58 1.32 2.36** 
人生における目的意識  3.82 1.40 3.47 1.14 2.13** 
寿命観  3.14 1.83 3.68 1.61 2.41** 
死への関心  3.30 1.52 3.40 1.22 0.54** 
愛他行動  2.51 0.78 2.61 0.53 1.13** 
*p<.05， **p<.01 
 
 「自己有能肯定感」の得点の男子の平均値は 2.55、標準偏差は 0.55 であり、
女子の平均値は 2.26、標準偏差は 0.54 であった。2 つの平均値の間に有意な差
が認められた（ t(235)=3.94,p<.01）。「自己無能否定感」の得点の男子の平均値
は 1.61、標準偏差は 0.32 であり、女子の平均値は 1.56、標準偏差は 0.32 であ
った。 2 つの平均値の間に有意な差は認められなかった。「死への恐怖・不安」
の得点の男子の平均値は 4.49、標準偏差は 1.87 であり、女子の平均値は 4.01、  
標 準 偏 差 は 1.77 で あ っ た 。 2 つ の 平 均 値 の 間 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た
（ t(235)=2.04,p<.05）。「死からの回避」の得点の男子の平均値は 3.32、標準偏
差は 1.56 であり、女子の平均値は 2.96、標準偏差は 1.26 であった。 2 つの平
均値の間に有意な差が認められた（ t(231)=1.98,p<.05）。「死後の世界観」の得
点の男子の平均値は 4.12、標準偏差は 4.58 であり、女子の平均値は 4.58、標
準 偏 差 は 1.32 で あ っ た 。 2 つ の 平 均 値 の 間 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た
（ t(230)=2.36,p<.05）。「人生における目的意識」の得点の男子の平均値は 3.82、
標準偏差は 1.40 であり、女子の平均値は 3.47、標準偏差は 1.14 であった。 2
つの平均値の間に有意な差が認められた（ t(235)=2.13,p<.05）。「寿命観」の得
点の男子の平均値は 3.14、標準偏差は 1.83、女子の平均値は 3.68、標準偏差は
1.61 であった。2 つの平均値の間に有意な差が認められた（ t(234)=2.41,p<.05）。
「死への関心」の得点の男子の平均値は 3.30、標準偏差は 1.52、女子の平均値




均値は 2.61、標準偏差は 0.53 であった。2 つの平均値の間に有意な差は認めら
れなかった。  
 
（ 2）相関関係  
 「自己有能肯定感」、「自己無能否定感」、「死への恐怖・不安」、「死からの回
避」、「死後の世界観」、「人生における目的意識」、「寿命観」、「死への関心」、「愛
他行動」について、男女別の相関関係を分析した結果を Table7 に示した。  
 
Table7 男女別自己肯定感、死生観、愛他行動の相関係数  
 
自 己 有 能
肯 定 感  
自 己 無 能
否 定 感  
死 へ の 恐
怖 ・ 不 安  
死 か ら の
回 避  
死 後 の 世
界 観  
人 生 に お
け る 目 的
意 識  
寿 命 観  
死 へ の 関
心  
愛 他 行 動  
自 己 有 能
肯 定 感  
1  .49**  .19*  .09  .22*  .52**  .02  - .10  .23*  
自 己 無 能
否 定 感  
.70**  1  .16  .10  .16  .46**  - .00  - .08  .18  
死 へ の 恐
怖 ・ 不 安  
.11  .20*  1  .50**  .37**  .37**  .16  .25**  .08  
死 か ら の
回 避  
.07  .09  .61**  1  .12  .39**  .16  .00  - .03  
死 後 の 世
界 観  
.29**  .19*  .19*  .21*  1  .39**  .42**  .45**  .19*  
人 生 に お
け る 目 的
意 識  
.63**  .58**  .17  .15  .16  1  .19*  .19*  .19*  
寿 命 観  .07  .01  - .06  - .09  .33**  - .22*  1  .38**  .09  
死 へ の 関
心  
- .00  - .07  .04  .00  .16  - .10  .42**  1  .17  
愛 他 行 動  .13  .12  .04  - .06  .11  - .01  - .01  .08  1  













































であった。心理科学科の平均値は 2.33、標準偏差は 0.59 であった。健康科学
科の平均値は 2.06、標準偏差は 0.48 であった。リハビリテーション学科の平
均値は 2.45、標準偏差は 0.53 であった。4 つの平均値の間に有意な差が認めら  
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Table8 学科別下位尺度得点の平均値と標準偏差、一元配置の分散分析の結果  
 
社 会 福 祉 学 科
（ n = 2 3）  
心 理 科 学 科 （ n = 7 1）  健 康 科 学 科 （ n = 11）  
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
学 科 （ n = 1 3 2）  
F 値  
平 均 値  標 準 偏 差  平 均 値  標 準 偏 差  平 均 値  標 準 偏 差  平 均 値  標 準 偏 差  
自 己 有 能
肯 定 感  
2.60  0 .66  2 .33  0 .59  2 .06  0 .48  2 .45  0 .53  3 .12*  
自 己 無 能
否 定 感  
1.58  0 .38  1 .54  0 .33  1 .51  0 .41  1 .62  0 .30  1 .00*  
死 へ の 恐
怖 ・ 不 安  
4.80  1 .48  4 .15  1 .91  3 .80  2 .06  4 .27  1 .83  1 .00*  
死 か ら の
回 避  
3.39  1 .27  3 .02  1 .47  2 .75  1 .42  3 .20  1 .44  0 .76*  
死 後 の 世
界 観  
4.57  1 .62  4 .46  1 .52  3 .93  1 .85  4 .27  1 .49  0 .67*  
人 生 に お
け る 目 的
意 識  
3.78  1 .49  3 .39  1 .24  3 .16  1 .27  3 .81  1 .26  2 .30*  
寿 命 観  3.67  1 .63  3 .72  1 .70  4 .12  2 .05  3 .13  1 .73  2 .74*  
死 へ の 関
心  
3.28  1 .43  3 .54  1 .20  2 .98  1 .70  3 .28  1 .44  0 .82*  
愛 他 行 動  2.51  0 .54  2 .49  0 .67  2 .69  0 .73  2 .60  0 .72  0 .56*  
*p<.05 
 
れた（F(3,233)=3.12,p<.05）。続いて、Tukey 法（Tukey の HSD 法）による多
重比較の結果、社会福祉学科と健康科学科の平均値の差は有意水準 5％で有意
な差が認められた。「自己無能否定感」の得点の社会福祉学科の平均値は 1.58、
標準偏差は 0.38 であった。心理科学科の平均値は 1.54、標準偏差は 0.33 であ
った。健康科学科の平均値は 1.51、標準偏差は 0.41 であった。リハビリテー
ション学科の平均値は 1.62、標準偏差は 0.30 であった。4 つの平均値の間に有
意な差は認められなかった。「死への恐怖・不安」の得点の社会福祉学科の平均
値は 4.80、標準偏差は 1.48 であった。心理科学科の平均値は 4.15、標準偏差
は 1.91 であった。健康科学科の平均値は 3.80、標準偏差は 2.06 であった。リ
ハビリテーション学科の平均値は 4.27、標準偏差は 1.83 であった。4 つの平均
値の間に有意な差は認められなかった。「死からの回避」の得点の社会福祉学科
の平均値は 3.39、標準偏差は 1.27 であった。心理科学科の平均値は 3.02、標
準偏差は 1.47 であった。健康科学科の平均値は 2.75、標準偏差は 1.42 であっ
13 
 
た。リハビリテーション学科の平均値は 3.20、標準偏差は 1.44 であった。4 つ
の平均値の間に有意な差は認められなかった。「死後の世界観」の得点の社会福
祉学科の平均値は 4.57、標準偏差は 1.62 であった。心理科学科の平均値は 4.46、
標準偏差は 1.52 であった。健康科学科の平均値は 3.93、標準偏差は 1.85 であ
った。リハビリテーション学科の平均値は 4.27、標準偏差は 1.49 であった。4
つの平均値の間に有意な差は認められなかった。「人生における目的意識」の得
点の社会福祉学科の平均値は 3.78、標準偏差は 1.49 であった。心理科学科の
平均値は 3.39、標準偏差は 1.24 であった。健康科学科の平均値は 3.16、標準
偏差は 1.27 であった。リハビリテーション学科の平均値は 3.81、標準偏差は
1.26 であった。4 つの平均値の間に有意な差は認められなかった。「寿命観」の
得点の社会福祉学科の平均値は 3.67、標準偏差は 1.63 であった。心理科学科
の平均値は 3.72、標準偏差は 1.70 であった。健康科学科の平均値は 4.12、標
準偏差は 2.05 であった。リハビリテーション学科の平均値は 3.13、標準偏差
は 1.73 で あ っ た 。 4 つ の 平 均 値 の 間 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ た
（F(3,233)=2.74,p<.05）。続いて、Tukey 法（Tukey の HSD 法）による多重比
較を行ったが有意な差は認められなかった。「死への関心」の得点の社会福祉学
科の平均値は 3.28、標準偏差は 1.43 であった。心理科学科の平均値は 3.54、
標準偏差は 1.20 であった。健康科学科の平均値は 2.98、標準偏差は 1.70 であ
った。リハビリテーション学科の平均値は 3.28、標準偏差は 1.44 であった。4
つの平均値の間に有意な差は認められなかった。「愛他行動」の得点の社会福祉
学科の平均値は 2.51、標準偏差は 0.54 であった。心理科学科の平均値は 2.49、
標準偏差は 0.67 であった。健康科学科の平均値は 2.69、標準偏差は 0.73 であ
った。リハビリテーション学科の平均値は 2.60、標準偏差は 0.72 であった。4
つの平均値の間に有意な差は認められなかった。  
 
















Table9 社会福祉学科と心理科学科の自己肯定感、死生観、愛他行動の相関係数  
 
自 己 有 能
肯 定 感  
自 己 無 能
否 定 感  
死 へ の 恐
怖 ・ 不 安  
死 か ら の
回 避  
死 後 の 世
界 観  
人 生 に お
け る 目 的
意 識  
寿 命 観  
死 へ の 関
心  
愛 他 行 動  
自 己 有 能
肯 定 感  
1  .44*  .25  - .15  .17  .61**  - .07  .19  .06  
自 己 無 能
否 定 感  
.62**  1  .38  .09  .04  .41  .02  - .05  .10  
死 へ の 恐
怖 ・ 不 安  
.13  .07  1  .35  -0 . 8  - .00  - .12  - .06  - .29  
死 か ら の
回 避  
.11  .07  .64**  1  - .18  .22  .20  .15  - .32  
死 後 の 世
界 観  
.17  .31**  .25*  - .03  1  - .08  .52*  - .04  .25  
人 生 に お
け る 目 的
意 識  
.53**  .60**  .23  .16  .33**  1  .12  .61**  .06  
寿 命 観  - .05  - . 11  .00  - .13  .32**  - . 11  1  .32  .31  
死 へ の 関
心  
- .05  - .12  .05  - .12  .41**  - .04  .28*  1  .15  
愛 他 行 動  .45**  .30*  .08  - .13  .24*  .09  - .00  .16  1  
























自 己 有 能
肯 定 感  
自 己 無 能
否 定 感  
死 へ の 恐
怖 ・ 不 安  
死 か ら の
回 避  
死 後 の 世
界 観  
人 生 に お
け る 目 的
意 識  
寿 命 観  
死 へ の 関
心  
愛 他 行 動  
自 己 有 能
肯 定 感  
1  .70*  - .59  - .47  .11  .39  .22  - .05  - .16  
自 己 無 能
否 定 感  
.61**  1  - .10  - .48  - .19  .54  .21  .02  .06  
死 へ の 恐
怖 ・ 不 安  
.23**  .25**  1  .14  - .08  .21  - .30  .23  .10  
死 か ら の
回 避  
.17*  .17*  .56**  1  .25  .14  - .30  - .08  - .04  
死 後 の 世
界 観  
.23**  .16  .37**  .26**  1  - .12  .55  .65*  .32  
人 生 に お
け る 目 的
意 識  
.59**  .47**  .38**  .41**  .39**  1  - .35  - .08  - .42  
寿 命 観  .07  .05  .13  .16  .40**  .12  1  .02  .10  
死 へ の 関
心  
- .13  - .07  .24**  .04  .34**  .05  .43**  1  .12  
愛 他 行 動  .05  .07  .08  .02  .13  .16  .04  .10  1  










































（ 1）全体  
「人生における目的意識」を従属変数、「自己有能肯定感」、「自己無能否定感」
「死への恐怖・不安」、「死からの回避」、「死への関心」、「愛他行動」を独立変
数として重回帰分析（強制投入法）を行った結果を Table11 に示した。  
R2 が .45 であり、有意水準 0.1％で有意であった。「自己有能肯定感」が有意
な正の関連を示した（β =.41,p<.001）。「自己無能否定感」が有意な正の関連を
示した（β =.25,p<.001）。「死からの回避」が有意な正の関連を示した（β
=.22,p<.001）。「死への関心」が有意な正の関連を示した（β =.12,p<.05）。  
次に「自己有能肯定感」を従属変数、「自己無能否定感」、「死への恐怖・不安」、
「死からの回避」、「死への関心」、「愛他行動を」独立変数として重回帰分析（強
制投入法）を行った結果を Table12 に示した。  
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Table11 全体の「人生における目的意識」における重回帰分析の結果  
 β  
自己有能肯定感  .41*** 
自己無能否定感  .25*** 
死への恐怖・不安  .04 
死からの回避  .22*** 
死への関心  .12* 
愛他行動  - .01 
R2  .45*** 
*p<.05，  *** p<.001 
 
Table12 全体の「自己有能肯定感」における重回帰分析の結果  
 β  
自己無能否定感  .56*** 
死への恐怖・不安  .07 
死からの回避  .02 
死への関心  - .05 
愛他行動  .08 
R2  .36*** 
*** p<.001 
 
 R2 が .36 であり、有意水準 0.1％で有意であった。「自己無能否定感」が有意
な正の関連を示した（β =.56,p<.001）。  





















→ 因果関係  













*p< .05， **p<.01， ***  p< .001  
Figure1 全体の相関係数の結果と重回帰分析の結果  
 
（ 2）男子  
 「人生における目的意識」を従属変数、「自己有能肯定感」、「自己無能否定感」
「死への恐怖・不安」、「死からの回避」、「死への関心」、「愛他行動」を独立変
数として重回帰分析（強制投入法）を行った結果を Table13 に示した。  
 
Table13 男子の「人生における目的意識」における重回帰分析の結果  
 β  
自己有能肯定感  .38*** 
自己無能否定感  .24** 
死への恐怖・不安  .04 
死からの回避  .31*** 
死への関心  .23** 
愛他行動  .02 
R2  .49*** 
**p<.01， *** p<.001 
 
 R2 が .49 であり、有意水準 0.1％で有意であった。「自己有能肯定感」が有意
な正の関連を示した（β =.38,p<.001）。「自己無能否定感」が有意な正の関連を
示した（ β =.24,p<.01）。「死 からの 回避 」が有意 な正の関 連 を示した （β












.25***  .12*  
.22***  
.56***  
R 2 =.36***  












制投入法）を行った結果を Table14 に示した。  
 
Table14 男子の「自己有能肯定感」における重回帰分析の結果  
 β  
自己無能否定感  .43*** 
死への恐怖・不安  .16 
死からの回避  - .02 
死への関心  - .14 
愛他行動  .16* 
R2  .29*** 
*p<.05，  *** p<.001 
 
R2 が .29 であり、有意水準 0.1％で有意であった。「自己無能否定感」が有意
な正の関連を示した（β =.43,p<.001）。「愛他行動」が有意な正の関連を示した
（β =.16,p<.05）。  
また、相関係数の結果と重回帰分析の結果を Figure2 に示した。  
 
→ 因果関係  













*p< .05， **p<.01， ***  p< .001  
Figure2 男子の相関係数の結果と重回帰分析の結果  
 
（ 3）女子  
 「人生における目的意識」を従属変数、「自己有能肯定感」、「自己無能否定感」
「死への恐怖・不安」、「死からの回避」、「死への関心」、「愛他行動」を独立変




















R 2 =.29***  




Table15 女子の「人生における目的意識」における重回帰分析の結果  
 β  
自己有能肯定感  .46*** 
自己無能否定感  .25* 
死への恐怖・不安  .03 
死からの回避  .07 
死への関心  - .07 
愛他行動  - .09 
R2  .46*** 
*p<.05，  *** p<.001 
 
R2 が .46 であり、有意水準 0.1％で有意であった。「自己有能肯定感」が有意
な正の関連を示した（β =.46,p<.001）。「自己無能否定感」が有意な正の関連を
示した（β =.25,p<.05）。  
 次に「自己有能肯定感」を従属変数、「自己無能否定感」、「死への恐怖・不安」、
「死からの回避」、「死への関心」、「愛他行動を」独立変数として重回帰分析（強
制投入法）を行った結果を Table16 に示した。  
 
Table16 女子の「自己有能肯定感」における重回帰分析の結果  
 β  
自己無能否定感  .71*** 
死への恐怖・不安  - .07 
死からの回避  .05 
死への関心  .05 
愛他行動  .04 
R2  .50*** 
*** p<.001 
 
R2 が .50 であり、有意水準 0.1％で有意であった「自己無能否定感」が正の関
連を示した（β =.71,p<.001）。  













→ 因果関係  














*p< .05， **p<.01， ***  p< .001  
Figure3 女子の相関係数の結果と重回帰分析の結果  
 
（ 4）社会福祉学科  
「人生における目的意識」を従属変数、「自己有能肯定感」、「自己無能否定感」
「死への恐怖・不安」、「死からの回避」、「死への関心」、「愛他行動」を独立変
数として重回帰分析（強制投入法）を行った結果を Table17 に示した。  
 
Table17 社会福祉学科の「人生における目的意識」における重回帰分析の結果  
 β  
自己有能肯定感  .50** 
自己無能否定感  .36* 
死への恐怖・不安  - .38** 
死からの回避  .24 
死への関心  .54*** 
愛他行動  - .21 
R2  .83*** 
*p<.05， **p<.01， *** p<.001 
 
R2 が .83 であり、有意水準 0.1％で有意であった。「自己有能肯定感」が有意
な正の関連を示した（β =.50,p<.01）。「自己無能否定感」が有意な正の関連を
示した（β =.36,p<.05）。「死への恐怖・不安」が有意な負の関連を示した（β
















R 2 =.50***  






制投入法）を行った結果を Table18 に示した。  
 
Table18 社会福祉学科の「自己有能肯定感」における重回帰分析の結果  
 β  
自己無能否定感  .43 
死への恐怖・不安  .18 
死からの回避  - .34 
死への関心  .31 
愛他行動  - .14 
R2  .33 
 
 いずれも有意ではなかった。  
また、相関係数の結果と重回帰分析の結果を Figure4 に示した。  
 
→ 因果関係  













*p< .05， **p<.01， ***  p< .001  
Figure4 社会福祉学科の相関係数の結果と重回帰分析の結果  
 
（ 5）心理科学科  
 「人生における目的意識」を従属変数、「自己有能肯定感」、「自己無能否定感」、
「死への恐怖・不安」、「死からの回避」、「死への関心」、「愛他行動」を独立変
数として重回帰分析（強制投入法）を行った結果を Table19 に示した。  
 R2 が .47 であり、有意水準 0.1％で有意であった。「自己有能肯定感」が有意
な正の関連を示した（β =.34,p<.01）。「自己無能否定感」が有意な正の関連を











.36**  - .38**  
.54***  
.44*  
R 2 =.33  






Table19 心理科学科の「人生における目的意識」における重回帰分析の結果  
 β  
自己有能肯定感  .34** 
自己無能否定感  .46*** 
死への恐怖・不安  .22 
死からの回避  - .08 
死への関心  .06 
愛他行動  - .24* 
R2  .47*** 




制投入法）を行った結果を Table20 に示した。  
 
Table20 心理科学科の「自己有能肯定感」における重回帰分析の結果  
 β  
自己無能否定感  .51*** 
死への恐怖・不安  .01 
死からの回避  .10 
死への関心  - .03 
愛他行動  .31** 
R2  .47*** 
**p<.01， *** p<.001 
 
 R2 が .47 であり、有意水準 0.1％で有意であった。「自己無能否定感」が有意
な正の関連を示した（β =.51,p<.001）。「愛他行動」が有意な正の関連を示した
（β =.31,p<.01）。  














→ 因果関係  














*p< .05， **p<.01， ***  p< .001  
Figure5 心理科学科の相関係数の結果と重回帰分析の結果  
 
（ 6）健康科学科  
 「人生における目的意識」を従属変数、「自己有能肯定感」、「自己無能否定感」、
「死への恐怖・不安」、「死からの回避」、「死への関心」、「愛他行動」を独立変
数として重回帰分析（強制投入法）を行った結果を Table21 に示した。  
 
Table21 健康科学科の「人生における目的意識」における重回帰分析の結果  
 β  
自己有能肯定感  .52 
自己無能否定感  .51 
死への恐怖・不安  .51 
死からの回避  .55 
死への関心  .05 
愛他行動  - .41 
R2  .83 
 
 いずれも有意ではなかった。  
次に「自己有能肯定感」を従属変数、「自己無能否定感」、「死への恐怖・不安」、
「死からの回避」、「死への関心」、「愛他行動を」独立変数として重回帰分析（強


















R 2 =.47***  





Table22 健康科学科の「自己有能肯定感」における重回帰分析の結果  
 β  
自己無能否定感  .61* 
死への恐怖・不安  - .53* 
死からの回避  - .09 
死への関心  .17 
愛他行動  - .23 
R2  .81 
*p<.05 
 
R2 が .81 であるが有意ではなかった。「自己無能否定感」が有意な正の関連を
示した（β =.61,p<.05）。「死への恐怖・不安」が有意な負の関連を示した（β
=-.53,p<.05）。  
また、相関係数の結果と重回帰分析の結果を Figure6 に示した。  
 













*p< .05  
Figure6 健康科学科の相関係数の結果と重回帰分析の結果  
 
（ 7）リハビリテーション学科  
「人生における目的意識」を従属変数、「自己有能肯定感」、「自己無能否定感」、
「死への恐怖・不安」、「死からの回避」、「死への関心」、「愛他行動」を独立変
数として重回帰分析（強制投入法）を行った結果を Table23 に示した。  
R2 が .48 であり、有意水準 0.1％で有意であった。「自己有能肯定感」が有意
な正の関連を示した（β =.46,p<.001）。「死からの回避」が有意な正の関連を示












- .532*  
R 2 =.81  





 β  
自己有能肯定感  .46*** 
自己無能否定感  .13 
死への恐怖・不安  .07 
死からの回避  .26** 
死への関心  .08 
愛他行動  .10 
R2  .48*** 








 β  
自己無能否定感  .57*** 
死への恐怖・不安  .10 
死からの回避  .02 
死への関心  - .12 
愛他行動  .012 
R2  .39*** 
*** p<.001 
 
 R2 が .39 であり、有意水準 0.1％で有意であった。「自己無能否定感」が有意
な正の関連を示した（β =.57,p<.001）。  















→ 因果関係  















*p< .05， **p<.01， ***  p< .001  


































.25**  .24**  
.56**  
.38**  
R 2 =.39***  
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